
 
 

市民アンケート調査結果について 

 

１ 調査概要 

(1) 目的 

市民サービスの向上と持続可能なまちの実現に向けて、市庁舎の在り方、機能

及び建設場所について、広く市民の皆様からの意見を聴くため、アンケート調査

を実施する。 

 

(2) 調査対象 

平成 29 年 7 月 1 日現在の住民基本台帳人口から、無作為に抽出した 15 歳以上

の男女 4,000 人（外国人を含む。） 

 

(3) 回答数 

1,335 人（回答率：33.4％）（最大標本誤差：±2.52％（1,500 人の場合：±2.44％）） 

 

 

２ 調査結果抜粋 

現在の庁舎（本庁舎及び第２庁舎）への過去３年間の来庁回数は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の庁舎（本庁舎及び第２庁舎）への主な交通手段は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 
 

現在の庁舎（本庁舎及び第２庁舎）への来庁の用件は。（当てはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の庁舎（本庁舎及び第２庁舎）は統合している方がよいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の庁舎（本庁舎及び第２庁舎）を利用して、不便に感じることは。（当てはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

新たに庁舎を建て替える場合、「建設場所」として重視するものは。（重視する

順に２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

 
「建て替え場所として重視するもの」クロス集計 
 
 
（略称の定義） 

・公共交通：公共交通機関で行きやすい場所 
・コ ス ト：無駄なコストがかからない場所 
・現 在 地：現在の市役所にできるだけ近い場所 
・厚木地区：厚木北又は厚木南地区在住者 
・近隣地区：依知南、睦合南、南毛利又は相川地区在住者 
・郊外地区：厚木地区及び近隣地区を除いた地区の在住者 

 
 

回答者属性 １位 ２位 

全回答者 100.0％ 公共交通 26.5％ コスト 24.2％ 

年齢分類 

 
年齢 60 歳以上 49.9％ 公共交通 27.9％ コスト 24.8％ 

年齢 30-59 歳 39.3％ 公共交通 25.4％ コスト 25.2％ 

地区分類 

 

厚木地区 16.1％ 公共交通(1位) 23.7％ 現在地(1 位) 23.7％ 

近隣地区 38.1％ 公共交通 26.9％ コスト 24.9％ 

郊外地区 44.3％ 公共交通 27.5％ コスト 24.3％ 

来庁手段分類 

 
車・バイク 52.8％ コスト 25.9％ 公共交通 24.3％ 

バス・電車・タクシー 19.2％ 公共交通 37.3％ コスト 20.7％ 

月１回以上来庁 6.8％ 公共交通 29.1％ コスト 20.3％ 

１位が公共交通 32.9％ － － 現在地 24.4％ 

１位がコスト 31.0％ － － 公共交通 37.2％ 

 
 
 


